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※概要（Summary ）：

金属ナノ粒子はバルクには見られないさまざまな

性を有している．この為，バイオセンシング

ンサ，セラミックや樹脂との複合化材料

スト等多様な分野への応用が検討されている

子は物理的あるいは化学的な手法を用

るが，化学的な手法は制御性の面で有利

化学的な手法のなかで，カソード上での

ノ粒子を生成する電気化学的な合成プロセスが

されている．このプロセスでは，電解条件

成物の樹枝状成長や凝集の問題が指摘

研究では電解法による金属ナノ粒子の

と共に，有機添加剤である Polyvinylpyrrolidone

(PVP）の析出形態や微細構造へ与える

検討を行った．

なお，本測定は Ag を被覆したプラズモン

た表面増強ラマン分光により評価を進

※実験（Experimental）：

実験は、電気化学測定装置(HZ-5000), FE

立製 S-4800)及び顕微ラマン分光装置

30 )を用いて行った。

※結果と考察（Results and Discussion

PVP を含んだ電解浴中におけるラマンスペクトルの

測定結果（図 1 参照）からカソード電位

フトさせることにより金属と PVP 分子内

属ピーク（Ag-O）を確認した．図 2 には

子形状の FE-SEM 像を示す． PVP 添加

に影響を与え、球形状を示すことを確認

結果から電解中において PVP はカソード

し、粒子形態に影響を与えることを確認
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